
新技術の概要

アルツハイマー疾患モデル神経細胞を用いた
薬物のスクリーニング方法

用途分野

特許情報

本技術のアピールポイント

ｉＰＳ細胞からの神経上皮細胞誘導工程、及び成熟神経細胞誘導工程におい
て、細胞を単細胞に分離して播種することにより、アルツハイマー病患者の
病態（神経分化不全）の特徴を有する細胞を製造する方法である

これにより、当該モデル神経細胞を用いて、アルツハイマー病に影響を与え
る薬物をスクリーニングすることができる

本技術により、アルツハイマー病患者由来iPS
細胞の神経新生不全が再現された分化誘導が可
能となり、化合物スクリーニングや作用機序分
子解明が可能となる
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 本発明の神経分化誘導法では、健常人由来iPS株では神経細胞を分化誘導されるが、アル
ツハイマー病由来iPS細胞では神経分化が阻害される（図）。MAP2, TUJ1は神経マー
カー、Pax6は神経幹細胞マーカー。

 神経マーカーに対する抗体を用いた細胞染色画像の定量結果を元に、アルツハイマー病患
者由来iPS細胞で神経分化誘導を促進する化合物スクリーニングが実施可能である（グラ
フ）。

（左グラフ）アルツハイマー病患者由来iPS
細胞に各種薬剤候補を処理し、神経分化
誘導を行った。神経マーカータンパク質の蛍
光抗体法による染色画像を元に神経細胞
の面積を定量化した。赤丸が神経新生誘
導能を持つ化合物である。
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